








 

研究目的 

 風疹による被害は先天性風疹症候群のみならず,母子ともに広範な影響を受

けるものである。わが国では 6～10 年の間隔で,将来にわたって風疹流行に見舞

われることは確実であり,その際の風疹対策を長期的視野より準備しておく必

要がある。今回の流行に際しての十分な資料の蓄積が,今後の母子保健対策の立

案に欠かせないものであり,そのために,本研究においては全国的な規模により

流行についての検討を行い,今後の対策を考究することを目的とする。 


